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2026 年 11 月 9 日 
株式会社ＣＲＩ・ミドルウェア 

 (コード番号：3698、東証スタンダード) 

    

ＣＲＩ・ミドルウェア、都市型小型 EV「Lean3」の車両サウンドをトータルデザイン 

     谷中壯弘氏と構想段階から連携、CRIWARE で車両に必要な音を素材から制作 

 

株式会社ＣＲＩ・ミドルウェア（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：押見正雄）が、リー

ンモビリティ株式会社（本社：愛知県豊田市、代表取締役社長：谷中壯弘）開発の都市型小型 EV

「Lean3（リーンスリー）」の車両サウンドをトータルデザインしました。Lean3 の車両サウンド

開発には、当社のミドルウェア製品 CRIWARE®の車両向けサウンドソリューションを活用して

います。 

Lean3 は「自動車とバイクの中間を狙った新たな移動手段の確立」をコンセプトに開発された、

一般的な自動車の約 3 分の 1 のコンパクトなサイズが特長の都市型小型 EV です。 

構想段階から開発責任者である谷中壯弘氏と音のイメージについて意見を交わしながら、サウ

ンドデザインを行いました。Lean3 が目指す「街に溶け込む新たなモビリティ」を表現すべく、

警告や施錠状態などを直感的に認識できるシンプルな音を設計しています。本開発ではゲーム業

界でのサウンド制作手法も応用し、車両への実装、実車での調整まで一貫して対応しました。警

告音やウィンカー音、鍵のロック音など、Lean3 に必要な車両サウンドの音源を素材から制作し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は、ゲーム業界で培った音と映像の知見を生かし、モビリティ分野をはじめさまざまな産

業への技術展開を進めています。これまで、車両向けサウンドソリューション「CRI ADX®︎ 

Automotive」、車両向けデジタルメーターソリューション「CRI Glassco®」などを開発、

販売しており 2026 年 9 月末時点で累計 2,942 万ライセンスの採用実績があります。本件を

担当した当社のサウンドデザイナーはモビリティをはじめ、さまざまな分野における音の制

作や調整の経験を有しており、その知見を活用しています。 

今後は製品提供のみならず、車両コンセプトを音で表現するサウンドデザインも支援します。

また、これまでにない価値創出に挑戦する企業や開発者を技術で支えます。 
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都市型小型 EV「Lean3」詳細 

都市型小型 EV「Lean3」は、新しい移動手段の確立を目

指して開発されました。コンパクトな車体と優れた小回り性

能により、狭い路地や住宅街での配送、駐車スペースの限ら

れる都市部での営業・巡回など、法人利用の現場に適してい

ます。 

軽自動車で営業活動を行う業態は、訪問先での駐車スペー

スの確保が日常的な課題となっています。Lean3はこれらの

課題を解決、屋根付きのキャビンと空調を備え、天候に左右

されない快適な運転環境を提供します※。 

※「Lean3」の詳細は公式 HP をご覧ください 

 

リーンモビリティ株式会社 代表取締役社長 

Lean3 開発責任者 谷中壯弘 プロフィール 

愛知県出身。1993 年に東京大学工学部を卒業し、トヨタ自動車

株式会社に入社。シャシー設計や⾛⾏制御システムなどの開発実

務、新コンセプト⾞両企画や都市交通システムの研究開発を担当。 

小型モビリティの持つ社会的可能性を広めるべく、2022 年 6 月

に独立しリーンモビリティ株式会社を設立。 

現 在 は 新 た な 移 動 手 段 の 確 立 を 目 指 し 、 都 市 型 小 型 EV

「Lean3」の開発を推進。 

 

リーンモビリティ株式会社について 

リーンモビリティ株式会社は元トヨタエンジニアである谷中壯弘氏が 2022 年に創業したモビ

リティメーカーです。谷中氏のトヨタでの小型モビリティ開発知見を生かし、新しい移動手段の

確立を目指しています。 

直近では都市交通の効率化を目指した都市型小型 EV「Lean3」の開発を進めています。2026

年 8 月 26 日(水)より注文受付を開始しています。 

 

【会社概要】 

社名：リーンモビリティ株式会社 

本社所在地：愛知県豊田市西広瀬町川原田 519 番地 2 

代表取締役社長：谷中壯弘 

事業内容：都市型小型 EV「Lean3」の開発・製造・販売 

設立：2022 年 6 月 13 日 

HP：https://leanmobility.net/jp/ 

 

株式会社ＣＲＩ・ミドルウェアについて 

「音と映像で社会を豊かに」を企業理念として、主に音声・映像関連の研究開発を行い、その

成果をミドルウェア製品ブランド「CRIWARE（シーアールアイウェア）」として、ゲーム分野や

都市型小型 EV「Lean3」 

https://leanmobility.net/jp/lean3/
https://leanmobility.net/jp/lean3/
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組込み分野を中心にさまざまな分野に展開しています。当社は、「CRIWARE」を通じて、ユーザ

ビリティの向上、クオリティ向上のための技術やソリューションを提供し、開発者の皆様の課題

解決をサポートするとともに、エンドユーザーのユーザビリティの向上をサポートしてまいりま

す。  

 

【会社概要】  

社名：株式会社ＣＲＩ・ミドルウェア（CRI Middleware Co., Ltd.）  

本社所在地：東京都渋谷区桜丘町 20-1 渋谷インフォスタワー11 階  

代表取締役社長：押見 正雄 

事業内容：音声・映像等に関する研究開発、ミドルウェア製品の販売・サポート、および関連す

る受託開発  

設立：2001 年 8 月 1 日  

HP：https://www.cri-mw.co.jp 

  
※「ＣＲＩ」「CRIWARE」「ADX」「CRI Glassco」および CRIWARE ロゴは、日本およびその他の国における株式会社ＣＲＩ・ミドル

ウェアの商標または登録商標です。 

※その他、文中に記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。 

※ライセンスとは車両台数に関わらず、搭載されている CRI ADX Automotive、CRI Glassco などの CRIWARE for Mobility 製品の総数

を示します。  

 

本リリースに関するお問い合わせ先 

株式会社ＣＲＩ・ミドルウェア 広報担当  

Web フォーム（広報問い合わせ）：https://www.cri-mw.co.jp/contact/prir.html  

以 上 

https://www.cri-mw.co.jp/
https://www.cri-mw.co.jp/contact/prir.html

